
平
成
十
一
年
一
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二
十
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日
受
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答

弁

第

一

〇
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衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
の
脳
死
判
定
後
の
自
発
呼
吸
反
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、 

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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閣
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四
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成
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一
年
一
月
二
十
二
日 

衆
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伊  

  

宗 

一 

郎  

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 

一 

 



 

一
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
本
事
例
に
つ
い
て
は
、
脳
死
体
か
ら
の
臓
器
移
植
を
前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
、
当
時
臨
床
の
場
に
お
け

る
脳
死
の
判
定
に
当
た
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
厚
生
省
厚
生
科
学
研
究
費
特
別
研
究
事
業
脳
死
に
関
す
る
研

究
班
昭
和
六
十
年
度
研
究
報
告
で
定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
（
以
下
「
竹
内
基
準
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
脳
死
判
定
は
行
っ 

 

て
い
な
い
。 

御
指
摘
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
五
月
二
十
三
日
に
原
動
機
付
自
転
車
乗
車
中
の
自
損
事
故
に
よ
り
極
め
て
脳
死

に
近
い
状
態
と
判
断
さ
れ
た
患
者
に
つ
い
て
、
患
者
の
父
親
（
以
下
「
父
親
」
と
い
う
。
）
か
ら
患
者
の
全
臓
器
を
供
与
し 

 
 

た
い
と
の
強
い
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
い
て
、
担
当
医
師
等
が
検
討
し
た
結 

 

果
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
案
が
国
会
で
審
査
中
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
状
況
を
考
慮
し
て
、
脳
死
体
か
ら
の
臓
器
移

植
は
行
わ
ず
、
心
停
止
後
の
腎じ

ん

臓
及
び
角
膜
移
植
を
目
的
と
し
た
眼
球
摘
出
を
行
う
こ
と
と
し
、
患
者
の
家
族
（
以
下
「
家

族
」
と
い
う
。
）
の
同
意
の
下
、
患
者
の
心
停
止
後
、
腎
臓
と
眼
球
の
摘
出
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
九
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
の
脳
死
判
定
後
の
自
発
呼
吸
反
応
に
関
す
る
質 

三 

 



 

           

な
お
、
そ
の
診
察
の
過
程
に
お
い
て
、
次
の
表
の
検
査
を
行
い
、
患
者
は
、
極
め
て
脳
死
に
近
い
状
態
で
あ
り
、
回
復
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。 

四 

 



 

二
に
つ
い
て 

    
ま
た
、
竹
内
基
準
に
基
づ
く
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
後
に
自
発
呼
吸
が
あ
っ
た
事
例
は
承
知
し
て
い
な
い
。
な
お
、
竹
内

基
準
の
検
査
項
目
に
沿
っ
た
脳
死
の
診
断
後
に
呼
吸
促
進
剤
を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
ご
く
弱
い
自
発
呼
吸
が
確
認
さ
れ
た
事

例
が
平
成
九
年
八
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
公
衆
衛
生
審
議
会
成
人
病
難
病
対
策
部
会
臓
器
移
植
専
門
委
員
会
に
一
例
報

告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
患
者
は
慢
性
閉
塞そ

く

性
呼
吸
器
疾
患
で
あ
り
、
竹
内
基
準
及
び
平
成
三
年
に
発
表
さ
れ
た 

 

な
お
、
御
指
摘
の
自
発
呼
吸
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
検
査
結
果
を
踏
ま
え
、
家
族
の
同
意
を
得
て
、
医
師
が
人
工
呼

吸
器
を
停
止
し
た
と
こ
ろ
、
胸
部
の
微
妙
な
動
き
及
び
全
身
の
緩
や
か
な
動
き
が
見
ら
れ
、
炭
酸
ガ
ス
分
圧
と
は
独
立
し
た

酸
素
濃
度
の
低
下
に
伴
い
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
例
に
つ
い
て
は
、
竹
内
基
準
に
基
づ
く
脳
死
判
定
は
行
っ
て
い
な
い
。 

五 

 



 

三
の
（
二
）
に
つ
い
て 

三
の
（
一
）
に
つ
い
て 

「
厚
生
省
「
脳
死
に
関
す
る
研
究
班
」
脳
死
判
定
基
準
の
補
遺
」
に
よ
れ
ば
、
慢
性
閉
塞
性
呼
吸
器
疾
患
患
者
に
つ
い
て
は

竹
内
基
準
の
検
査
項
目
の
一
つ
で
あ
る
無
呼
吸
テ
ス
ト
に
よ
る
呼
吸
中
枢
機
能
の
的
確
な
評
価
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な 

 

く
、
本
来
脳
死
判
定
を
差
し
控
え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
事
例
は
、
竹
内
基
準
に
基
づ
い
て
脳
死
判
定
が
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
検
査
結
果
を
踏
ま
え
、
家
族
の
同
意
を
得
て
、
平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
十
八
時
七
分
に
人
工
呼

吸
器
を
停
止
し
た
と
こ
ろ
、
胸
部
の
微
妙
な
動
き
及
び
全
身
の
緩
や
か
な
動
き
が
見
ら
れ
、
炭
酸
ガ
ス
分
圧
と
は
独
立
し
た

酸
素
濃
度
の
低
下
に
伴
い
自
発
呼
吸
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
人
工
呼
吸
器
を
再
装
着
し
た
が
、
家
族
か
ら
延
命
の
た
め
の
治

療
に
つ
い
て
強
い
中
止
要
請
を
受
け
た
た
め
、
同
日
二
十
時
に
再
び
人
工
呼
吸
器
を
停
止
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
度
目
の
人
工
呼
吸
器
の
停
止
に
関
し
て
は
、
角
膜
及
び
腎じ

ん

臓
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
六
十
三

号
。
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
）
に
よ
り
廃
止
。
）
第
八
条
の
許
可
に
基
づ
い
て
腎
臓
の 

 
 

あ
っ
せ
ん
に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
者
（
以
下
「
臓
器
移
植
連
絡
調
整
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
家
族
に
対
し
腎
臓
の
移
植
に 

 

六 

 



 

三
の
（
三
）
に
つ
い
て 

ウ 

人
工
呼
吸
器
を
止
め
て
心
停
止
後
に
腎
臓
を
摘
出
す
る
方
法 

二
度
目
の
人
工
呼
吸
器
の
停
止
に
関
し
て
は
、
医
師
が
人
工
呼
吸
器
を
再
装
着
し
た
後
に
、
家
族
に
対
し
て
二
に
つ
い
て

の
中
段
で
述
べ
た
経
緯
及
び
救
命
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
家
族
か
ら
、
患
者
を
救
命
で
き
な
け
れ
ば

延
命
の
た
め
の
治
療
は
拒
否
す
る
こ
と
、
臓
器
の
損
傷
を
避
け
社
会
に
役
立
て
た
い
と
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ

を
踏
ま
え
、
二
度
目
の
人
工
呼
吸
器
の
停
止
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
意
内
容
に
つ
い
て
は
、
腎
臓
の
提
供

等
に
つ
い
て
の
承
諾
書
面
に
父
親
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。 

の
三
方
法
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
家
族
か
ら
ウ
の
方
法
を
希
望
す
る
旨
の
申
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
医
師
が
一
度
目

の
人
工
呼
吸
器
の
停
止
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

ア 

こ
の
ま
ま
治
療
を
継
続
し
心
停
止
後
に
腎
臓
を
摘
出
す
る
方
法 

イ 

昇
圧
剤
の
投
与
を
中
止
し
て
心
停
止
後
に
腎
臓
を
摘
出
す
る
方
法 

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
父
親
か
ら
積
極
的
に
腎
臓
の
提
供
の
意
思
表
明
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
臓
器
移
植
連
絡
調

整
者
か
ら
家
族
に
対
し
、 

七 

 



 

 

八 

一
度
目
と
同
様
の
身
体
反
応
が
見
ら
れ
た
が
、
有
効
な
換
気
に
は
な
ら
ず
、
約
二
十
分
後
に
心
停
止
を
迎
え
た
も
の
で
あ

る
。 

四
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
心
停
止
前
の
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
、
血
液
凝
固
阻
止
剤
の
投
与
、
灌か

ん

流
液
の
注
入
に
つ
い
て
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
移
植
に
必
要
な
検
査
を
目
的
と
す
る
採
血
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
五
月
二
十
四
日
二
十
二
時
三
十
五
分
に
実
施
し
て

い
る
。 

当
該
採
血
に
つ
い
て
は
、
実
施
前
に
、
主
治
医
が
家
族
か
ら
口
頭
で
承
諾
を
得
る
と
と
も
に
、
実
施
後
に
、
臓
器
移
植
連

絡
調
整
者
が
家
族
か
ら
心
停
止
後
の
腎
臓
の
提
供
等
に
つ
い
て
の
承
諾
を
書
面
に
よ
り
得
る
際
に
、
当
該
書
面
の
中
で
改
め

て
右
の
承
諾
を
確
認
し
て
い
る
。 


